
皇
太
子
、
)
犬
護
主
禁
制
、
礼
然
、
れ
犯
の
珍
し
い
一
標
本
を
千
に
と
吋
と
ご
俳
叫

ん
問
機
内
ニ
一
家
が
、
立
丹
羽
口
口
、
前
織
に
な
り
ま
L
た。

縦
問
総
研
究
対
を
組
制
限
さ
れ
ま
し
た
む
…
称
略
的
6
月
、
問
研
究
玩
総
裁

約
2
5
0
人
的
術
開
問
ぃ
炉
内
総
で
出
迎
に
総
什
枕
さ
れ
た
飢
餓
蹴
加
を
品
開
事
、
ご

る
な
か
、
ご
一
家
は
守
的
関
灯
時
間
刷
、
降
一
家
お
そ
ろ
い
て
め
ご
怜
削
減
は
制
約

締
湾
Lm
に
到
着
さ
れ
、
吉
井
滋
議
総
以
て
、
来
絡
む
四
年
円
以
来
4
年
綴
り
立

や
掛
川
れ
資
料
山
被
災
的
説
明
を
受
け
な
が
間
関
口
の
ニ
と
で
す

e

ら
‘
盤
上
て
は
絡
に
滋
削
剥
倒
的
足
療
を
こ
…
家
は
4
時
開
附
に
わ
た
ョ
て
然

付
け
る
昨
業
を
、
標
本
被
で
は
ヤ
ン
パ
心
に
視
察
さ
れ
も
午
線
3
時
、
総
浅

ル
ク
イ
ナ
や
カ
ロ
ラ
イ
ナ
イ
ン
に
紙
か
れ
ま

L
た匂

市民慾意
わ"'<レe別手、やj捜IIIと手麗翠>7.11とまれ日開と膿í21~1;j

ぐくま円正投旗手由市渓で写。

ち芝くしだち止印留軍曹文化事1習をさ告さ写す普銭むしての語
むをもさ玉、号号ヘ岳露凶をこめて、ここに帯夜事態在建8ちま".

>J<e;鰻と主却記事いえ1いっぱいの住ゐよいi1iU己記しま事
由と体聖書疋主主宰生教と畢き伸びゆく都びζ立しま著

書人寄火摺Eし子どもお夢を膏て家せ甜酷びこEしまザ

<3.毒事と電量し貫{じ警高め聾カ~liぴこ立しま"
みん草で富しあい 務官りを守啓 喜善あいliびこEしをま哲

初めてご一家主そろいで

期
尚
在
的
支
ゆ
終
結
綴
悶
は

L
表
向
遜

り
で
す
が
、
法
令
泣
ぴ
州
制
隊
内
政
淡
な
ど

に
よ
り
、
記
録
環
同
出
の
出
血
夜
、
滋
川
淵
心
つ

い
て
崎
、
条
約
に
従
し
な
い
よ
う
稿
4

礁

に
対
闘
惜
し
、
そ
め
内
容
を
車
交
の
皆
さ

ん
が
監
宛
て
き
る
本
つ
八
点
綴
し
て
い
く
一

4
1

予
定
で
す
c

一

ヌ

審
議
会
を
設
置
し

録
的
禁
止

。
篭
子
計
算
機
的
結
合
的
総
止
節
以

外
的
外
側
と
の
必
福
田
出
線
に
よ
る
桜
子

計
鋭
機
的
総
合
的
繁
J
E

。
偶
人
槽
録
的
機
Am削
刷
開
削
鱒
人
件
同
報

内
外
務
相
官
格
的
制
限

。
綴
人
拙
明
甜
輔
自
問
一
市
議
子
計
瞬
静
蜘
間
以

内
部
脱
却
き
れ
と
い
る

'uydm情
報
的
問
一
市

珪
び
安
威
綴
求
機

止
義
務
。
億
人
情
柑
悼
の
滋
的
外
制
刊
閣
の

om匝
緑
項
目
の
公
畿
級
人
情
縦
約
必

滋

止

鈴

繍

閉

め

公

表

義
務
的
義
一
電
子
計
算
事
務
従
事
。
総
警
護
と
学
識
経
験
者
か
ら

者

A
桑
山
議
め
守
給
総
務
及
び
そ
の
途
な
る
繍
入
後
総
出
附
哨
尚
徳
織
告
の
然
遺

反
者
に
対
す
る
開
制
約

監
視
、
つ
け
る
た
め

り
側
人
情
調
祖
母
絞
集
町
制
緩
議
後
政

び
不
双
葉
γ

伐

に

よ

る

四

四

人

様

相

雑

草

定

期

的

に

公

表

集
禁
止

。
纏
人
情
報
由
記
録
的
制
桝
然
思
総
合
記
録
項
自
の
公
表
川
町
一
昨
格
的
回

総
条
・
宗
教
・
人
語
・
役
会
的
身
分
に
汚
に
い
杭
き
今
凶
で
2
問問
R1
こ
れ
は
車

泌
す
お
お
繍
な
ど
鱈
入
品
別
枝
留
が
侵
害
問
問
内
俊
伐
に
ん
に
ぬ
同
分
の
ど
の
主
フ
な
同
補

さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
例
桐
な
ど
め
記
報
が
柳
時
子
町
内
同
情
持
機
に
記
録
さ
れ
て
い
る

の
か
を
知
っ
て
い
た
灯
〈
と
と
も
に
、

そ
的
中
に
粂
椀
で
制
限
き
れ
て
い
る
縦

悶
闘
が
努
ま
れ
て
い
な
い
も
」
と
を
確
認
し

て
い
た
だ
く
た
め
的
も
の
む
す

n
一

A
F
 

市
℃
神
地
年
々
抽
増
大
す
る
業
務
震
な
対
応
し
、
泌
総
ザ

i
ピ
ス
の
出
向
上
と
事
務
処
騰

の
帥
刑
務
総
の
絞
め
、
務
震
の
皆
さ
ん
に
蓋
獲
銭
わ
る
機
均
な
綴
務
縫
喜
重
識
を

利
用
問
し
て
い
ま
す
の
そ
こ
で
ム
誌
は
跡
、
一
市
民
の
皆
さ
ん
に
闘
す
る
ど
の
よ
う
絃
鰯
人

鱗
綴
ガ
記
録
さ
れ
、
校
の
よ
う
に
然
毅
怒
れ
て
い
る
か
お
知
ら
せ
し
設
す
。

是E理 ~it(t る作業をご笈iこ在った畿、紀宮樽がホオジロを主主義

保
護
条
捌
間
金
舗
定
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
守
る

電
子
科
忠
義
的
ゑ
淡
な
録
及
に
附
け
い
、
が
あ
り
ま
す
作

利
用
邸
内
も
増
大
、
利
問
内
惑
も
多
機
句
中
市
で
は
電
子
計
算
出
問
に
却
即
詠
さ
れ
る

線
機
化
的
鱗
向
に
あ
り
、
プ
ラ
イ
パ
ン
加
間
人
総
線
い
い
つ
い
て
、
関
人
的
ブ
ラ
イ

l
何
時
硝
崎
市
川
口
千
換
な
対
殺
が
開
は
れ
て
い
パ
ン
l
b寺
り
、
総
本
品
別
人
権
争
擁
護

ま
す

D

こ
の
よ
ー
な
同
抑
制
官
に
付
叫
ん
め
す
る
す
る
こ
と
を

g
m町
内
い
寸
校
総
子
市
滋
子

た
め
、
間
関
に
お
い
て
も
問
問
人
情
報
保
惜
純
計
界
機
の
制
刊
用
に
係
る
何
人
様
相
略
的
燃

料
円
相
劇
的
輸
泌
が
進
一
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

a

繍
聞
い
い
附
附
寸
る
糸
約
之
を
制
定
し
て
か
ら

間
人
脇
市
織
は
泌
総
…
人
ひ
と
り
の
大

2
年
が
総
滋
し
ま
し
炉
、
こ
の
購
入
浴

切
な
も
の
で
あ
り
、
取
り
掛
い
を
ぷ
る
報
保
護
条
併
で
は
止
め
ム
副
長
然
点
地
上
、

と
倒
人
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
丹
後
お
な
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
図
っ
て
い
辛
す
。

的
閣
総
が
ゑ
ヒ
る
た
め
、
そ
の
得
議
に

O
執
行
後
糊
聞
の
澱
批
判
側
四
人
情
報
の
ま

当
た
っ
て
は
細
心
め
絞
殺
を
弘
、
ヲ
必
要
確
排
出
内
戦
持
及
川
V

滋
え
い
等
的
事
数
時
間

草案うzE事事季言明適
、、をご 1間 活"'ミテミ子校芝ノ¥ 円円

台人事民総れれ~喜 1督 j 

意モ霊妻 2Z三三 E警な
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係 め い ど ま ‘ に り 的

事故イ支 j者絶対

re 
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凶毎

年留が

器産
2月16日からは混雑します

vr お

第 4凹

す
で
に

務
響
で
受
持
り
付
げ
開
蛤

総
務
甜
油
田
哲
で
は
、
オ
ヲ
で
は
議
M
m
の
線
中
此
同
本
商
の
受
け
付
け
合
唱
山
口
っ
て
い
務
骨
ve
守
イ
ホ
ー
ム
後
輪
蹴

て
だ
り
、

q
曹
関
樹
の
底
値
眠
演
を
受
払
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ふ
却
叫
跡
、
抽
韓
中
北
血
中
位
曲
作
払
よ
っ
て
俊
除
夜
祭
け

る
こ
と
ガ
で
き
、
税
金
ガ
一
一
戻
っ
て
く
る
混
合
ガ
あ
り
ま
す
。
記
同
月
日
間

8
か
ら
は
大
変
務
総
し
ま
す
の

で
、
怠
る
べ
く
百
十
め
に
総
税
務
署
で
申
告
を
行
う
よ
う
お
駿
い
し
事
す
e

話
。
角
関
栴
税
務
布
陣
時
制
問
係

t

市
議
議
窪
間
金
韓
わ
愚

議
長
に
秋
谷
氏
、
都
議
長
に
松
島
民

間
町
粉
日
銀
第
4
密
一
市
議
会
建
問
開
会
ガ
官
同
月

8
5か
ら
白
臼
ま
で
の
刊

日
開
の
会
織
で
薦
出
詰
寄
れ
、
簿
一
頭
、
市
長
ガ
行
演
琶
の
一
般
報
告
を
行

い
ま
し
程
。
今
回
幽
は
、

3
間内
d
g
訪
問
習
で
志
知
ら
せ
し
た
布
佐
受
所
改
修

と
災
蕊
品
目
白
柏
駅
遼
絡
一
前
務
総
事
一
品
開
い
俗
世
山
間
眠
一
級
報
告
を
要
約
し
て
紹

介
し
訴
す
@
絞
殺
、
繍
欄
脚
識
は
い
時
措
制
緩
綴
凶
山
怒
れ
、
総
正
予
醐
押
収
ぼ
す
べ

て
断
制
緩
と
お
り
一
時
淡
お
れ
時
叫
し
絞
。
な
お
、
刊
は
悶
門
的
。
門
口
に
除
、
線
開
拭
円
L

m
帆
ハ
耐
醐
問
機
然
、
総
務
総
心
掛
執
務
滞
緩
ぬ
が
滋
w
wお
れ
前
し
敗
。

一
政
一
向
一
騒
の
博
物
館

干
唯
一
実
麗
設
討
に
岩
手

我
孫
子
奴
貨
物
線

鯨
地
創
刊
慣
用
計
一
療

市
内
中
心
拠
点
の
筏
と
し
て
ン
ン
ボ

ル
佳
品
川
お
い
公
共
泌
総
都
市
出
間
後
、

業
務
機
後
を
総
澄
し
こ
れ
ま
で
め
都

市
計
邸
機
約
状
汲
を
し
山
ま
え
な
が
勺
リ
施
設

芸誌725きま

還

付

申

告

で

終卒、調IU是会鎗で

税
金
が
戻
り
ま
す

サ
ラ
リ
ー
ア
ノ
{
給
与
所
得
首
)
の
お

で
式
的
ゃ
か
ら
一
般
の
い
ず
れ
か
に
銭
当

し
‘
品
川
泉
徴
収
税
務
が
過
納
と
む
る
場

浅
川
円
中
ι

貯
に
よ

AJ
て
州
間
余
か

確定申告の受付

納
税
務
総
?
お
以
内
い
や
統
九
味
、
信
行

っ
て
ぐ
だ
さ
い
ω

必
年
内
中
途
で
滋
職
L
、
年
ふ
単
調
奴

を
受
け
ず
そ
の
後
、
そ
の
年
中
・
い
い
地
内

詩
情
押
か
な
い
場
合

②
一
定
説
以
上
町
医
山
市
山
H
b」
主
払
っ

た
埼
AH

③
配
当
所
得
(
分
離
噂
誌
を
始
と
が

み
る
埼
合

m
w災
潟
、
滋
錐
ま
た
は
鱗
繍
に
よ
り

伐
議
や
家
財
に
出
削
寄
を
受
け
た
場
合

議長

秋谷嶋氏

ま
い
り
ま
す
。

新

木

級

品

納

側

関

土
地
区
関
幾
総
務
幾

愉噌い日制聞
m
m
町
・
5
ヘ
ク
タ
2555
ん
、
判
制

市
計
一
則
滋
肘
附
3
本
、
駅
前
広
埼
公
問
、

南
側
一
時
池
な
と
の
設
幸
子
'A
し
て
い
ま

す
e

残
さ
れ
た
諸
問
題
を
煮
詰
め

Z

H
も
早
〈
認
可
が
待
ら
れ
る
L

ま
す
ゅ

爵議長

松島洋氏

保

育

行

日開け
2
日
間
体
育
行
政
相
泊
談
会
を
設
蒸

し
、
開
制
限
刊
政
め
あ
る
べ
さ
妥
を
悶
制
約多

皇室

っ
く
け
を
滋
め
ま
す
む

我

孫

子

駅

前

土
地
区
画
整
理
事
業

日
月
末
現
庇
宅
地
凶
似
の
杓

ω
ハ
2

セ
ν
ト
め
似
鴇
池
指
定
が
渋
み
、
四
地
特

移
転
中
午
は
約
臼
バ
セ
ン
ト
一
駅
前
日
細

め
て
お
り
ま
す
む

山間山
1
F
H
H
及
び
特
1
r
n
M
地
試
に
拡

大
し
、
市
常
設
を
進
め
ま
17一鴫

我

孫

子

玖

北

口

え
滋
区
一
際
撃
間
程
事
業

日
同
月
末
現
在
宅
地
一
向
銭
円
的
位
パ
ー

セ
ン
ト
め
仮
設
地
指
定
カ
消
《
惑
杓

移
転
率
は
約
叫
パ

l
h
一〆ト

J

道
路
控

識
を
平
総
仁
実
現
す
る
主
つ
鍔
力
し
て

湖
北
中
学
校
薬
品
狩

四
年
の
体
拐
事
件
後
、
同
問
中
倣
時
間
間
闘
を

求
め
る
訴
え
が
あ
り
、
緑
地
削
実
径
が
あ

る
と
の
判
決
今
」
て
つ
け
、
県
と
滋
裁
の
品
開

来
日
月
日
日
賠
償
金
を
支
払
い
、
控
訴

し
な
い
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
、

ゆ
か
清
め
袋
持
を
鍛
え
た
泌
総
端

的
家
璽
}
を
抱
剖
押
し
た
場
合

閉

出

孔

付

諮

単

一

掃

壇

画

ノ

f
治
会
蕊
~

腎
培
踊

F

グ
日
一

塁

頑

巧

ιこ-↓

病
気
や
ケ
町
な
ど
で
多
緩
め
師
陣
府
市
朝
日

を
ム
支
払
ゥ
た
場
合
、
所
得
金
緩
か
ら
佐
世

除
き
れ
る
の
が
綴
綱
策
縄
開
校
数
で
丈

納
税
設
や
…
織
に
然
治
し
て
い
る
総

な
お
、
経
療
綬
後
徐
ミ
ヲ
ゐ
場
合
に

は
、
申
告
す
る
年
分
い
い
支
払
っ
た
阪
府
開

賛
同
額
絞
舎
の
同
抵
抗
ま
た
は
添
付
が
必

要
で
す
a

V
遼
寵
曲
寓
仁
該
当
す
る
も
の

吊山骨把持品
γ
品
洲
町
村
医
師
に
支
払
っ
た
訟

府
市
曲
目
、
ム
的
需
品
H

時
ぜ
エ
削
市
対
や
捻
轄
の
た
め
に
必
要
な
除

ア
ス
ベ
ス
ト
間
総

ス
ト
拙
問
問
榊
校
合
は
、
山
限
内
…
小
学

絞
め
努
鼎
府
議
と
絞
殺
部
分
に
険
削
川
怒
れ

て
お
り
、
解
体
除
公
作
殺
が
昨
地
末
に

山花
fe
理
科
実
験
雨
明
全
日
開
に
つ
い
て
も

セ
ラ
ミ
y
タ
ふ
も
の
で
対
応
。

我
四
骨
子
市
鳥
の
博
物
館

淡
一
ポ
設
計
、
漣
築
設
計
薬
品
骨
肉
選
定

を
コ
シ
ペ
方
式
に
よ
り
決
定
し
、
昭
和

前
年
前
胤
捕
時
薬
工
事
を
計
阪
ど
お
り
略
行

ナ
る
た
め
‘
間
引
氏
葉
山
総
設
叫
引
を
作
成
中

火
織
柳
欄
嚇
吋
み
た
車
線
い
の
綾
絞

市
不
能
中
部
城
山
肌
総
合
間
附
殺
事
務
総
合

的
火
葬
場
吋
み
た
ま
減
、
は
‘
昭
和
的
訓
郡

に
縫
設
さ
れ
た
も
の
で
紙
約
化
し
て
い

る
た
め
現
在
地
に
磁
て
持
甘
え
す
る
守
、
と

に
な
り
ま
し
た
。
事
務
局
で
は
基
本
設

計
の
発
注
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

;
j
i
i
j
e
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桔
税
務
署
へ
ど
う
ぞ
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塁

付
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臼
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時

か

ら
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日

記

昨
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川
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で

と

午

後

み

か

ら
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時

制

J
1
3引

ゴ

詐

洲

一

ま

で

の

士

宮

午

前

9
時
か
ら
豆

一

二

十

臨

ま

…

内

側

一

2
1警
は

お

主

主

制
…
…
門
』
田
闘
い
材
陣
|
終
…
な
る
べ
く

ma刊
に
、
ま
た
殺
事
宅

助

…

考

…

…

献

…

パ

ス

絡

を

ご

利

関

〈

だ

普

い

。

附
一
縦
一
…
い
十
な
お
、
本
人
各
級
品
川
銭
円
抗
議
品
川
打

同

一

吋

ぉ

H
H訂
以
駅
一
一
向
名
位
、
相
出
金
の
叫
期
総
宅
問
綴
鯵

w

一二
f

時
」
〆
号
、
も
し
く
は
絵
寄
り
幸
一
露

間

一

;

ー

ヨ

名

を

謂

べ

て

お

い

て

〈

だ

さ

い

m

時

V

椋

税

務

署

由

一

日

四
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3
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E
4
E
M
7
z
d
F
1
4
5
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z，
F
4
ι
s
J
r
z，
VA4147ropf内
，
ヤ

A，
ヤ
，
，
守
合
ダ
マ
《
ヂ
を
の

り
、
購
入
し
た
場
合
で
一
定
要
件
に
あ
い
こ
と

で
は
ま
る
と
詳
は
住
宅
取
得
持
別
役
除
⑤
一
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
議
総
の
特
例

が

後

け

ら

れ

ま

す

院

を

沼

受

け

て

い

な

い

こ

と

芸

絵

巻

受

け

る

た

め

の

護

憲

入

令

等

め

返

済

警

が

時

年

以

や
鵡
一
分
が
校
校
す
る
た
め
門
家
践
で
上
て
あ
る
ニ
と

あ

る

ニ

と

ゆ

ゅ

の

心

院

山

俗

的

険

制

付

に

つ

い

て

は

、

議
議
宗
…
壊
が
村
川
以
上
2
0

取
得
古
川
制
約
窓
以
内
ぷ
主
総

G
，m
以

下

で

あ

る

こ

ふ

約

め

場

A
H
H
M
日
間
都
以
内
い
に
縁
組
椴
hnr
れ

mw取
得
組
問
6
か
月
以
内
に
入
締
し
捻
た
も
の
で
あ
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こ
ど
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受
け
る
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の
凶
行
制
日
ま
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引
き
V
添
骨
骨
暢
毅

絞

い

て

板

絵

し

て

い

る

こ

と

か

桟

民

察

@
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の
年
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合
計
所
得
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o

r

宝
免
震
契
約
寄
与
し
ゃ
議
災
担
杓
待

。。万
m
円
以
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で
あ
る
こ
と
。
等
し
な
ど
建
特
の
播
認
が
わ
か
る
も
の

⑤
措
哲
に
よ
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取
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し
た
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の
で
な
③
役
宅
取
得
資
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係
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入
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的

歪
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歪
一
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喜
一
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室
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主
主
主
主
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等
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つ
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絞
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判
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明
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附

税
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に

絞

り

ι

次
の
よ
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引
品
ち
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削
札
機
韓
に
か
か
る
附
出
品
陣
相
酬
が
mw↑
n

u繁
療
に
織
す
司
令
粂
閉
め
抑
制
需
品

wm秘
的
別
部
液
中
巾
や
加
問
刑
制
ゆ
作
品
準
緩
叫
付
制
上
げ
ら
れ
ま
し
た
ゆ

m
門
口
上
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

m

書
記
山
条
例
約
一
普
段
重
工
条
例
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議
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予
鯨
(
都
1
笠
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ぶ

ぬ

殺

意
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ぷ

総

務
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内

議

襲

撃

ぬ

絞

殺

が

皇

室

円
山
制
定
争
仰
畑
山
刊
同
年
鹿
市
老
人
保
健
特
別
会
計
…
山
本
殺
人
後
段
対
象
燃
側
閉
経
叫
万
川
門
時
保
殺
に
約
お
一
す
る
お
は
、
制
品
開
閉
殺
綴

⑮
市
…
抗
日
職
内
総
質
的
給
与
に
隠
す
る
補
正
予
算
(
第
l
号
)
糊
*
初
日
梢
柏
村
判
的
滋
省
議
で
あ
る
校
時
対
象
除
ま
た
は
扶
毅
鋭
部
味
的
対
談
と
す
る
こ

条
例
の
一
部
会
&
正
す
る
条
約
的
核
定
争
昭
和
臼
年
度
市
本
選
事
業
会
討
議
亙
糊
尽
係
者
認
方
問
と
が
て
き
ま
せ
ん

争
市
湾
民
縫
療
保
験
校
条
似
の
一
部
を
予
算
(
第
1
号

)

糊

沼

田

弘

銭

者

特

磁

綾

除

の

創

設

③
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官

h

保
険
料
控
除
め
対
象
と
な
る
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す
る
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閥
的
制
制
定

A
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組
定
資
庄
許
価
審
車
委
員
会
委
員
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酬
合
計
所
得
金
致
8
0
0
H
間
以
ド
の
掛
害
保
険
料
等
の
範
搬
に

k

同
期
警
穣
殺

事
ヨ
事
翁
気
判
官
約
め
締
い
桔
(
察
寓
口
幹
滋
径
染
谷
英
雄
氏
大
庄
日
年
日
以
日
付
酬
だ
が

2

生
討
を
一
に
す
る
配
偶
者
を
有
契
約
等
に
係
る
保
険
料
や
援
金
が
知
加
え

総
布
設
工
事
務
Z
、
2
ヱ
夜
一

4
日
生
古
一
戸
6
2
2
w
腎
挽
附
す
る
開
場
合
に
は
、
従
来
的
記
例
古
控
除
ら
れ
ま
し
た
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全

市

議
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線

内

総

変

骨

人

権

妻

国

H

器
三
雄
懸
糊
め
総
抗
刊
で
、
そ
の
山
部
偶
者
が
器
対
象
④
寄
付
金
法
銭
円
対
象
と
な
る
特
定

舎

前

滋

滋

線

的

波

紋

別

府

序

了

氏

大

ぶ

M
専
問
月
日
比
仰
向
抜
糊
必
然
誉
主
い
お
た
る
か

Y
3か
の
加
に
応
高
付
金
約
山
組
問
闘
が
広
が
り
ま
し
た

事
総
和
的
部
品
枇
潜
…
帆
棋
会
件
数
ぷ
千
野
総
一
…
p
z
r
m
M
9
6
W
符
号
制
仁
て
所
得
最
が
か
ら
絞
附
す
る
ニ
と
に
凶
役
宅
取
鐸
特
務
然
徐
の
改
正

〈
務
芸
品
7
w

や
…
数
嚇
同
勢
M
M余
波
闘
践
的
絞
命
鰍
な
り
ま
し
た

d

然
体
郎
総
閣
が
ち
年
間
酬
は
総
授
き
れ
、

争
叩
時
特
mm
年
徐
々
瑞
州
開
閉
民
線
機
胤
即
時
間
製
品
親
中
村
公
氏
大
成
は
年
け
時
S
U
ゑ
酬
な
お
、
部
品
本
欄
例
制
肢
を
行
わ
な
い
布
や
ル
礼
儀
a
w御
前
総
掛
珊
公
開
協
な
ど
か
ら
的
問

料
村
総
会
弘
樹
ぷ
予
算
〈
然
2
持

ニ

脅

日

γ悶
同
開
番
3
M勺
糊

的

年

9
n月
別
級
以
前
に
年
米
泌
総
合
行
部
以
ぷ
約
制
議
払
め
だ
淡
に
よ
り
涜

争
昭
和
昭
年
波
小
市
土
M
m
夜
…
函
総
理
判
事
業
仏
軍
監
造
後
民
的
選
校
側
っ
て
い
る
方
は
、
附
陣
後
申
此
闘
で
仙
M
M
怖
を
払
ヲ
も
め
が
鴇
え
ら
れ
ま
し
k
e
な
お
、

特
別
会
計
線
引
正
予
算
(
第
1
号

)

初

見

良

文

氏

大

成

5
年
7
Hけ
お
お
金
側
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
的
同
年
1
月
1
0旬
以
後
に
人
終
し
た
場
合

争
昭
和
也
年
度
夜
公
共
干
水
道
卒
業
特
白
山
3
丁
目
1
醤
出
号
糊
紛
そ
の
品
閥
的
所
樽
校
時
開
等
の
徹
底

薬
品
な
ど
の
務
入
費

my荊
蕊
や
詩
帯
J

町
‘
助
燦
所
へ
収
容

さ
れ
る
た
め
的
資
問

m
w
マ
ゾ
サ

l
，y
、
総
一
版
師
、
は
り
附
苅

象
守
フ
鱒
絵
滋
幌
町
間
師
に
よ
ゐ
治
療

級
位
陣
帥
附
同
州
や
級
品
州
統
、
織
品
判
綾
城
な

ど
に
支
払
っ
た
抑
殺
ト
い
の
枇
鋭
的
判
川
刑

務
尚
道
四
時
に
対
し
て
支
払
っ
た
八
万
城

内
介
助
料

自主書襲警菱後除額の算式〕民
間
的
金
融
縄
問
問
な
ど
の
悠
宅

u
i

ン
金
利
用
し
て
?
イ
ホ

i
士
、
緩
て
た

mw
時
培
特
登
記
簿
瞬
本

③
病
問
泉
徴
収
両
市

議
出
年
1
月
1
日
以
後
に
入
居
し
た
人

は、

g
年
間
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
{
剖
年
m
M
丹
抗
日
以
前
に
入
居

し
た
人
は
3
与
問
問
)

機
能
宅
取
樽
特
別
殺
除
の
計
算
方
法

三

察

会

滋

り

で

?α

ゐ
事
榊
財
人
会
響
的
附
明
W

附
的
'
仏
材
料
川
紛
が
2
0

0
9
W以
内
を
線
、
え
る
場
合
い
い
は
、

2
0

0
0
万
仰
が
以
淡
に
な
り
ま
寸
。

*
一
昨
仲
式
い
い
よ
り
計
総
し
れ
ん
俊
樹
州
L
1
0

9
将
来
織
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
切
り
捻
て
ま
す
ロ

傘
基
礎
に
な
る
借
入
金
は
磁
物
的
取
持

価
格
が
強
度
に
な
り
ま
す
。
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間関重手議皆様醸料
吋
年
間
内
向
年
に
向
か
ぞ
ま
し
浸
け
た

か
っ
た
し
と
、
昨
年
8
n付
‘
日
本
的

3

0
0
0
い
日
以
上
的
余
均
校
印
刷
を
改
戎

L

た
の
が
、
知
糊
ル
4
A
門
に
お
住
ま
い
の
一
一
吉
田

経
殺
さ
ん
。
殺
後
と
な
コ
た
ず
車
計
時
一
缶
に

は
、
畿
内
鴨
川
子
さ
ん
を
同
伴
し
て
受
精
成

L
た
c

旅
行
で
窓
会
潟
、
ス
勾
ー
で
し
げ
山
、

出
紘
一
修
行
で
脚
徐
と
3
0
0
o
，
組
の

山
制
定
数
つ
た
め
を
き
合
か
け
に
、

s年

般
に
持
制
高
山
一
一
そ
れ
か
り
は
絡
年
道
内

休
み
を
持
層
し
単
他
制
点
ぬ
に
山
山
か
汁
れ
~

出
民
党
は
い
つ
も
後
行
列
車
ね
議
中
で

時
際
空
弘
、
も
ヤ
的
開
明
る
早
朝
、
出

村
山
一
般
世
間
同
燃
す
4

ぷ
一
円
山
登
り
は
、
山
w

k
…
摘
に
行
く
遇
認
の
出
港
を
端
L
L
V
と
い

プ
フ
よ
り
、
良
川
町
誠
に
学
く
剣
淡
す
る
こ

次
的

随
員
年
金
の
様
凝
料
は
納
め
ま
し
止
す
。
劫
的
忘
れ
が
b

怖
い
庁

ど
う
か
、
も
う
…
緩
お
搬
出
〈
だ
事
い
。
万
一
由
時
、
生
活
的
支

え

ιな
る
の
が
間
関
渓
年
金
で
す
。
問
問
機
年
金
繰
草
食
様

保
険
料
竹
内
約
め
ω
忘
れ
が
あ
る
と
万
一
関
内
助
け
合
い
て
成
ワ
立
っ
て
い
る
わ

内
事
故
町
時
.
漆
害
基
礎
年
余
や
滋
後
け
で
す
、

議
礎
年
金
な
と
が
受
け
ら
れ
な
〈
な
》
こ
内
よ
う
に
自
分
の
た
め
に
も
、
絞

た
り
、
未
納
期
総
が
後
く
な
る
と
将
来
、
定
し
た
年
金
制
度
に
す
る
た
め
に
も
、

老
齢
然
出
閥
単
脅
か
受
け
ら
れ
な
く
な
る
保
体
問
料
ふ
が
い
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
が
豆

ニ

と

も

あ

り

ま

す

。

附

微

小

、

寸

。

統

治

料

は

2
年
た
つ
と
、
綾

部
金
制
制
定
は
四
歳
か
い
門
的
滋
じ
な
る
か
ら
約
め
た
〈
て
も
納
め
い
り
れ
な
く
な

ま
で
の
鈴
く
安
代
的
人
々
が
派
総
料
そ
り
ま
す
勾
納
め
忘
れ
的
期
間
の
あ
る
人

納
的
、
そ
の
時
e

め
お
平
時
り
の
年
金
を
は
今
す
く
橋
め
ま
し
ょ
う

G

支
え
、
そ

L
て
続
分
が
年
を
と
っ
た
時

は
、
そ
の
時
に
楠
向
く
強
代
の
人
が
あ
な

た
的
年
金
A
M
V
又
え
ま
す
α

つ
ま
り
飲
代

日
間
山
氏
年
金
約
保
険
料
パ
山
、
ト
梓
一
汗
気
を

け
て
い
る
よ
う
で
も
、
つ
い
ワ
っ
か

け
納
め
忘
れ
る
こ
と
が
あ
け
ま
す
誌
ニ

札
か
麗
な
る
と
然
険
料

ι事
総
に
な
っ

て
治
的
づ
ら
く
な

2牛
九
そ
ん
な
こ

と
に
な
り
な
い
よ
う
に
、
あ
な
た
の
預

余
日
綴
か
い
り
自
動
品
川
に
何
時
体
問
料
を
採
り

鍛
え
る
守
口
時
限
替
制
度
」
を
~
一
知
一
階
〈

ど
き
い
の

口
径
緩
殺
は
、
納
め
い
恥
れ
が
な
く
手

自
の

数
も
は
よ
汁
て
後
心
、
州
問
刊
で
字
句
申

し
込
み
は
制
刷
会
品
川
端
組
、
通
帳
使
用
用
印
、

約
入
鴻
知
轡
今
、
持
参
-
L
、
あ
な
た
の
間
関

全
日
庄
の
あ
る
市
市
内
金
続
出
問
問
問
〈
榔
際

持
を
除
く
〉

年
金
手
帳
は
大
朝

に
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
余
ギ
州
慨
は
宅
初
め
て
被
保
品
開

L
総

…

人

で

机

岬

か

な

と

こ

ろ

が

川
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仁
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と
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と
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縦
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潟
地
は
没
船
概
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近
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。
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滋
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司
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叫
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始
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仁
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燦
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と
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司
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付
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築
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取
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械
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鶴
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収
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わ
り
ま
す

D

な
お
‘

1
持
5
白
か
ら
新
し
い
統
制
閉

め
淡
し
方
を
各
世
帯
や
事
法
記
川
努
ぬ
れ
々

々
に
通
知
し
ま
し
た
が
、
ま
ど
綴
い
て

い
な
い
方
や
総
入
、
転
胤
附
し
て
来
た
↑
乃

は
，
二
機
仲
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付
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叙
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去
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、
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燃
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簿
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概
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械
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燃
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れ
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あ
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あ
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湖
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潟
滅
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な
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燃
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わ
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簿
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…
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叩
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滅
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